
 

国土強靱化 民間の取組事例 152    普及啓発・人材育成 

地域を守る！ ▶普及啓発・人材育成 17 レジリエンス教育を行う 

152 生き残る力を育む「ぼうさい授業」 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

東京海上日動火災保険株式会社 
【平成 27 年】 

2010001008824 その他事業者 
【金融業，保険業】 

東京都 

 東京海上日動火災保険株式会社では、社員等が講師として全国各地の小学校を訪問し、次の災害に

備える力の育成を目指した防災教育を展開している。 

 東日本大震災が起こった平成23年、「本業で培った知識や経験を子どもたちのために活かしたい」

「防災の知識を子どもたちに伝え、次の大災害に備え、生き残る力を身につけてもらいたい」との

思いから、東京海上日動リスクコンサルティング株式会社の有志社員が自発的に子どもたち向けの

「ぼうさい授業」を開始した。それをベースに、東京海上日動火災保険株式会社が、平成24年度に

正式プログラムとして採用した。 

 地震・津波のメカニズム、地震が起きた時の行動、非常持ち出し袋等について、子どもたちへわか

りやすく伝える内容としている。平成28年 3月末までに、延べ約660名の社員等がボランティア

講師となり、全国延べ約220の小学校等で延べ約16,400 名の児童が授業を受け、自分の身 

を守るためにどうしたらよいかを考えるきっかけとなった等の声が寄せられている。 

 

 


